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○ソーシャルディ

スタンスと咳エチ
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『北陽小学校の新しい生活様式』
①密閉を防ぐ

ウイルスを持ち込まな

い、かつ室内のウイル

スは外へ追い出すよう

にします。

○手洗い

○消毒

○換気の徹底

②密集をさける
一度に大勢が長時間一

緒に過ごす場面をさけ

ることで感染リスクを

下げます。

○時間を守って

混雑の緩和

③密接の防止
自分が保菌者かも…。

人との距離をできるだ

けとることは、大切な

人への思いやりです。

⇒登下校の時間をずらすことで玄関やSB乗車の混雑・密集をできるだ

け緩和します。

◎登下校時の混雑緩和のため、時間差をつけます。

⇒登校時の混雑・密集をさけるため、順番に並んで1分間隔で時間差を

つけて校舎に入り、教室へ向かいます。

⇒下校時の混雑・密集をさけるため、グループごと順番に３分程度の間

隔で時間差をつけて教室を出て下校します。

⇒適切な身体的距離が取れないと考えられるので、本校の体育では原則

マスクを着用します（熱中症等には十分配慮し、マスクを外す際は、適

切な身体的距離の確保や、人のいない方を向くなどの配慮をします。）

⇒児童が接触する運動や、近距離での密集となる運動は行いません。

◎体育の時間の密接・密集に配慮します。◎教室での座席配置を工夫します。

⇒黒板に正対した隊形で座り、隣との距離を十分確保することは難しい

ですが、できる限りの確保に努めます。

◎感染リスクの高い活動は避けます。

⇒長時間近距離で向かい合うグループ活動や、歌唱・リコーダー演奏

等、理科の実験や家庭科の調理実習などは、当面行いませんが（屋外

や、身体的距離が保てる場合は、工夫して行う場合もあります）、可能

な限り学ぶ機会を保障します。

◎登校前に毎朝行っている検温を継続します。

⇒児童の健康状況を把握するため、体温チェックカードに記入して毎朝

担任に提出します。

◎スクールバスと玄関の混雑を緩和します。

◎給食指導中の密集・密接に配慮します。 ◎給食当番活動での密接をさけます。

◎休み時間の接触のリスクを指導します。

⇒休み時間ごとの換気及び、授業中も適宜実施します。

◎トイレ・水飲み場の密集を回避します。

⇒友達と接触することの危険性及び「身体的距離」の必要性について、

しっかりと児童に意識させます。

◎保健室における対応も感染リスクに配慮します。

⇒保健室ではけがの処置と体調不良の対応で場所を変え、同室で長時間

の滞在とならないようにします。

◎図書室の使用に配慮します。

⇒図書室では机に衝立を配備し、飛沫の飛散防止に努めるとともに、図

書閲覧の前後には必ず手洗いを行います。

⇒日課の変更により、5分休みを「10分休み」とし、学年で使用時間帯

を区切ってできるだけ混雑を緩和します。また、水飲み場を、主として

「手洗い場」として使用するため、児童に水筒を持参してもらいます。

⇒水飲み場の一部には「うがいコーナー」を設けます。うがいは紙コッ

プを使用します。

◎教室の換気の徹底をします。

⇒原則、授業中の座席配置に準じ、可能な限り隣との距離を確保しま

す。喫食時以外はマスクをしたままです（外したマスクは袋に入れま

す。）。また、配膳時・喫食時には極力会話も控えます。

⇒喫食時は、咳エチケットのために、机の上にハンカチを出しておきま

す。

⇒給食当番の準備・配膳活動では、極力会話を控えます。当番が盛り付

けしたものを、班ごとに児童一人一人が受け取りに行く形などを基本形

とします。

◎マスクを着用した生活をします。

◎外から室内へ入るときは手洗いを徹底します。

◎職員による消毒作業を行います。

⇒毎日、放課後に各教室を中心に作業を行います。

⇒手に触れる部分・共用教材等は使用後に消毒を行います。

◎公共の場での過ごし方について指導します。
⇒公共スペース・公園などでの過ごし方について、身体的距離の確保や

マスクの着用、手洗いの大切さを指導し、自分の命を守る（人の命を守

る）意識を高めます。

⇒児童の手洗い時は、清潔なハンカチを使用(貸し借りなし）します。

⇒来校者のみなさんには必ず消毒液の使用をお願いします。

⇒登校時は原則「マスクを着用」します（原則としたのは、熱中症への

配慮です）。また、ハンカチを用いて「咳エチケット」を意識します。

⇒下校後も、外出時にはマスクの着用を心がけます。


